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令和 5年度 第３回図書館協議会会議録 

◆開催日時  令和 5年（2023年）12月 22日（金）午後１時３０分～３時 30分 

◆開催場所  野洲図書館 本館 会議室 

◆出席者    図書館協議会委員９名（早川久登会長、松山裕子副会長、宇野比呂久委員、

遠藤正一委員、岡田さゆり委員、岡田知巳委員、辻村琴美委員、中村聡子委員、披岸徹夫委

員） 

欠席：山本宗司委員 

事務局 3名（図書館長、副館長、司書（書記）） 

（傍聴者なし） 

 

＊配布資料について 

 ここに掲載した以外の資料については、図書館本館および中主分館で、図書館協議  

会議事録とともに公開しています。 

 

１．開 会  

2.議事 

（１）野洲図書館基本計画の策定方法等の検討について 

【会長】：それでは図書館協議会を始めます。 （１）野洲図書館基本計画の策定方法等の検討

について、事務局から資料の説明をお願いします。 

 

【館長】：資料①をご覧ください。野洲市の図書館基本計画の策定方法の検討にあたってつくり

ました。以前図書館協議会からも基本計画が必要なのではないかというご意見をいただいて

いました。図書館の実績評価をするにしても、何をよりどころにして評価するのか、基本なもの

がないと評価のやりようがないので、基本計画の策定に向けて進んでいきたいと思います。 

現在、野洲図書館の運営のよりどころとしては、野洲市の教育大綱と教育振興基本計画、そ

れに毎年作成している図書館の事業方針があります。事業方針は毎年図書館協議会で提示

していますが、ごく簡単なものです。図書館の基本計画はまだ策定されていません。運営方針の

よりどころとしては、ずっと以前に図書館協議会でお配りしました、2014 年に図書館協議会か

ら出された提言「くらしの中に図書館を – これからの野洲図書館のあり方について」がありま

す。これを基本計画の代わりとして運営をしてまいりました。この提言の初めに、このように書か

れています。「平成１４年に開館した『野洲図書館』の１０年間の活動を踏まえ、図書館の基本

理念やサービスを再確認する中で、図書館に求められるサービス等についてこれからの１０年

先を見据え、野洲図書館のあるべき姿を提言するものである。」当時はおおむね 2024 年まで

のことを想定しました。そのときから図書館をとりまく状況や課題も変化しています。10 年が迫

っているので、基本計画を策定していく方へ進みたいと思います。策定の方法やどのような内

容を盛り込むかについて検討を進めたいと思います。 

まず県内の他の図書館がどうしているかを調べました。それが資料②です。たくさんの図書館

が基本計画か基本計画に類するものを作っていることがわかりました。資料③は、県内では草
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津市と長浜市、県外の豊中市と日野市の計画を抜粋しました。基本計画にもいろいろな作り

方があるということを示すために提示しました。まず、誰が発行するのかということです。 たいて

いは、教育委員会で、市、町というところもあります。それと、誰が策定して作っていくのか、ここ

が重要です。図書館だけで作る場合もあるし、計画の策定委員会を別に作って、お願いすると

ころもあります。市役所の内部の関係者だけ集めて作る場合もあれば、策定委員会を作って、

外部の委員さんをたくさん入れる場合もあれば、基本的に外部の委員だけで、事務局として図

書館が関わるなど、いろいろなやり方があります。 

この基本計画について、何に基づいて作るかというところを考えていきます。法律ではないの

ですが、文科省の告示で「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」があります。この中の、

市町村立図書館の「基本的運営方針及び事業計画」の個所で、基本的な運営の方針を策定

するのが望ましいということが書かれています。 

資料①に計画の位置づけを載せました。これはまだ想定上のことですが、市の総合計画が

あって、その下に教育大綱があり、野洲市教育振興基本計画があり、その下にさまざまな計画

があります。野洲市の生涯学習振興計画も第３期まで出そうとしています。名前だけ見れば生

涯学習振興計画の下に図書館の基本計画が位置するように思えますが、生涯学習振興計画

の内容をよく読むと、この下に図書館の基本計画を置くのはそぐわない感じもしますので、並列

か重なる形になるかもしれません。実際に計画を作る段階になって位置づけはしっかり決めれ

ばよいと思います。 

【副館長】：本日お配りした新しい資料、④、⑤、⑥があります。資料④の方に策定プロセスについ

てと書かれていますが、さきほどの資料②の内容をもう少し整理したものになります。各市町に

よって策定のやり方がだいぶ違うのですが、外部の基本計画検討委員会によって検討された

もの、もしくは図書館協議会に検討されたもの、あるいは図書館協議会からある程度提言の方

向を受けて図書館が策定していくところ、あるいは図書館で単独で作っていると思われるところ、

類型にするとこのようなところです。今後野洲図書館が計画を策定していくうちに、どの方針を

取るのかというのは、これから考えていく必要があると思います。外部委員会を別で立ち上げる

とかなると、そのため別途予算が必要です。現状は、そこまで手を伸ばすと、市の予算状況など

を鑑みて難しいという状況です。方向性としてそうしたほうがいいとなれば、予算を要求していく

方法もなくはないのですが、今のところ想定しているのは、せっかく図書館協議会があるので、

ここと図書館で形作っていく方向になるのかなと事務局は思っています。諸条件があり、教育

委員会との調整もあり、今後進めていく中でみなさんにお諮りしながらということにしたいと思

います。 

基本計画を作るにあたって、資料④の真ん中「ベースとなる考え方を醸成するために」に、市

民向け図書館講座や市民参加型のワークショップの開催したりすることを検討、と書いていま

す。野洲の新しい図書館をつくるにあたって、1996 年から 1997 年ごろだったかと思うのです

が、ワークショップをして、新しい野洲図書館を建てたという経験を、野洲のまちは持っています。

そこから 20 年を経過した今、野洲にとって図書館というのはどういうところか、市民の皆さんと

いっしょに考える場を持てたらと思います。主体的にしっかり図書館のことを考えてくださる方が

どれくらい集まるか難しいかもしれませんので、検討しながら、できることならこういう方向で進
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んで、広くみなさんのお考えを吸収した土台に立った計画を作っていった方が、事務局だけで

作った計画より足腰がしっかりすると思います。 

資料⑤は「アメリカ社会に役立つ図書館の十二か条」というアメリカの図書館協会が作った

ものなのですが、図書館とはこういうことをしますとシンプルに書いています。わかりやすい表現

で市民に届けられるものを作らないといけません。既存のいろいろな計画は、書いてあることは

しっかり書いているが、読み込まないと、どういうことがしたいのかイメージしづらいものもありま

す。野洲の図書館はこういうところを目指しているのだなと、市民の方と共有できるとよりよいと

考えています。このあたりは、館の中でもまだしっかり検討していないのですが、質の高いものを

作ろうとすればハードルは高くなっていると思います。ただ、せっかく作るものですから、よりよい

ものにしていきたいと思います。基本計画をなるべく早く策定するに越したことはないのですが、

あせってパタパタとまとめてしまうのではなく、図書館の利用者の皆様と醸成しながら、図書館

と市民の皆様が直接話ができるチャンネルをつくりながら、慎重に進めていきたいと思っていま

す。 

【館長】：基本事項ですが、野洲市にいくつの図書館を何年に建てますとか、資料費をこれだけ

確保するとか、財政的な予算が関係する問題については勝手には書けません。こういうことを

めざしますとか、こういうことは図書館の仕事としてしなければならない、という基本的なことは

書いておいて、そのためにこれが必要です、というよりどころにはなります。その辺のバランスは

よく見ながら、ちょっと難しいですけど、市民の皆さんが求めるものを吸収しながら、すすめたい

と考えています。図書館協議会の皆さんに、図書館の基本計画を作ることについてお話するの

は今回が初めてですので、ここから皆さんのご意見をお願いします。 

【会長】：ありがとうございます。図書館基本計画をつくっていくということで、諮問を受けましたの

で、内容に対して質問とか意見はありますか。 

【委員】：総合計画とか教育振興基本計画とかは、何年ごとに策定されているのか、合わせた方

が進めやすくなるのか、野洲市図書館条例に運営的な事務や庶務が書いてあったと思うので

すが、それも入ってくるのか、知りたいです。 

【館長】：市の総合計画は 10 年です。教育大綱と教育基本振興計画は５年ごとです。現在の教

育大綱に従って、図書館計画を合わせるということで作り、対象期間は、ずれていくものです。

おおむね 5 年がよいかと思います。10 年にした場合は中間の見直しが必要で、５年か 3 年ご

とに見直ししていかなくてはなりません。図書館条例は、法律みたいなものなので、性質は計画

とは違います。 

【会長】：他に質問はありますか。 

【委員】：まず、基本計画というのは、必要だと思います。野洲市の総合計画と教育大綱と踏まえ

てというところもありますが、野洲市の図書館として今後、どのような運営と、どのような市民の

姿を導き出すかというのは、作るべきだと思います。野洲市は気を配ってうまくやっていただいて

いると思います。他の市町、長浜とか守山とか、まずは基本計画というのを定めておいて、計画

というのをよりどころにして、何をどうしていくかを定めていくというのが、盤石としてあるので、

図書館という価値が基本計画として定められていると思います。20 年後にどういう世界になっ

ていくかわからないものですが、本というもの、読むということ、新しい知識を得るということ、共
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生・共感というものを、未来をちょっと予測しながら基本計画を立てていくのを楽しんでいくの

がいいのではないかと思います。 

【委員】説明にあった市民参加型ワークショップ、市民の声をききながら、図書館独自の考えでは

なく、理想像を拾い上げるようなワークショップをしながら、それを実現する組みたてをしていく

のがよいのではないかと思いました。やり方としては、基本計画策定委員会による、というのは

ご説明にあったように別予算をたてないといけないので、ハードルが高いと思います。「策定プ

ロセスについて」の２番か３番の形式にして、図書館講座や市民参加型ワークショップをしてい

く、という形がいいのではないかなと思います。 

【委員】：ここ何年か野洲図書館に関わらせていただいて、柱、骨格が必要ですよねという議論が

今まであった中で、図書館が計画策定に動き出す意思をいただいたことは評価します。私は他

にいくつか協議会等に参加しているのですが、結論としてバランス感覚が大事です。野洲市図

書館はいろいろな意味で配慮しながら提言提案してくれています。私たちはこうします、と明確

なものを強く出してきて、協議会は原案通り、というのもあるんですが。ある程度いろいろな声を

すくいながらですけど、野洲図書館としてこうしたい、と遠慮なく出していただいて、それを図書

館協議会などで協議するのがよいのではないですか。予算等、時間的スケジュールの問題も

あると思います。すくい上げるというのは大事なのですが、段取りが悪いと収拾がつかないとい

うことも経験しています。バランス感覚を持って、図書館としてこういうことがしたいと原案を出し

ていただきながら、計画策定という流れでよいのではないかと思います。一個人の意見ですが、

ここ何年の中でようやく動き出してくださって、拍手したい。バランスよくやってくださっている図

書館だと感じていますが、そのままのやりかたで、もうちょっと遠慮なく出してくれてもよいと思い

ます。まだ煮詰めていないということですが、私たちはこうしていきたいというのを、むしろ出して

いただいた方が、協議がしやすくなるかなと思います。 

 

【委員】：ここには書かれていないのですが、県立図書館にも基本計画はあるのですか？ 

【委員】：基本計画という名前は冠していませんが、「これからの滋賀県立図書館のあり方」とい

う形で、平成 30年に滋賀県教育委員会から出しています。 

【委員】：策定プロセスとして（資料④に）４つ上がっているうち、どのプロセスだったのか、どういう

ことがメリットだったかデメリットだったか教えていただきたいです。 

【委員】：一番近いのは４番（図書館単独で計画を策定）になるかと思います。ただ図書館だけで

やったのではなく、生涯学習課にも入っていただきました。素案の段階から図書館協議会にご

意見いただきながら、ある程度固めたものを教育長に持って行き、フィードバックしながら２年が

かりで作りました。 

図書館で検討する中で市役所の教育委員会の職員に入ってもらった方が、オーソライズさ

れます。教育委員会名で出せるのがいいのではないかと思います。関係課と相談せずに図書

館単独で作ると、場合によっては生涯学習課からもそっぽを向かれる恐れもあります。教育委

員会と共に作ったもの、という体裁がよいのではないのでしょうか。 

【委員】：ここまでの段階で、図書館基本計画を作ることについて、教育委員会としては了承とい

うか、温度差というか、受け止め方はどうなのですか。 
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【館長】：今はまだ何も決まっていないので、正式に相談をする段階ではありません。教育次長と

部長には、基本計画を作る必要があるというのは報告しており、このことについて検討すること

には了承いただいています。まだその段階です。 

【委員】：多分、こういうものを作るときには、図書館独自でやるのではないので、上にある教育委

員会が入ってやっていただくというのは自然な流れで、教育委員会を飛ばしてやりますというの

は現実的ではないですね。 

【委員】：教育委員会に諮って議決してもらう形が通常です。 

【委員】：他の市町の資料で、図書館を指定管理している市町がありますよね。野々市市とか、伊

丹市、桑名市、武蔵野市、吹田市、枚方市。指定管理をしているところが１人当たりの貸出冊

数が高いという資料を今日いただきました。こういう問題も出てくると思うんです。図書館が教

育委員会にぶらさがって今後も 20 年続けてやっていくのか、財政的なところを見ると指定管

理のやり方をとるのか、等そういうところも考えた基本計画を策定していく時代になるのじゃな

いかなと思っています。野洲市の方針と教育委員会の方針と野洲市図書館と図書館協議会と、

市民の声というのを集めながら、図書館の運営はどうしていくのが一番良いのかということを

導き出さないといけないので、熱を入れていかないといけないことなのではないかと思います。 

【会長】：それは私が今日持って来た資料です。細かくなるので後から説明しようと思っていたの

ですが。この図書館協議会の中でも貸出冊数のランキングの表で野洲市が野々市市に負けて

いるという話がいつも出てきています。指定管理とはどういう位置づけなのと調べてみようと思

って作ったのがこの資料です。確かに指定管理をしているところが上位に来ています。ただ指定

管理だから必ずしも上位に来るというわけではない。たまたま指定管理だったところが上位に

来ている場合もある、そこに学ぶところがあるだろうということです。もうひとつは、滋賀県の図

書館は貸出冊数一位という話もありますが、野洲はどうかというと、野洲は滋賀県の中では守

山に次いで、かなり上位にいるんですね。（資料に）付けてもらった草津とか日野とか、貸出冊

数という観点だけ見たら先生ではないんです。基本計画を作るなら、もっと独自に上を目指し

たものを作りたいですよね、ということを言いたくてこの資料を作りました。野洲は貸出冊数で１

位２位のところにいるから、もっと伸ばしていくという基本計画を作りたいですよね、というのがこ

の資料で言いたいところです。コロナ前から比べて利用が回復してきた図書館もあれば、戻っ

てこられていない図書館もあります。人口の観点で見ても面白いのですが、 今回これを持って

来たのは、貸出冊数は参考にならないんですよ、他のサービスをやろうとなったらいいかもしれ

ないけど、逆に我々は先生として次こういうことをすると発信したい、と言いたかった資料なんで

す。 

【会長】その他ご意見はありますか。 

【委員】：基本計画をいったいいつ作るのか、いつまでに作るのでしょうか。それは中身によるかも

しれませんが、県立図書館の方が計画策定に 2 年かかったと言われましたが、２年は長すぎる

だろうと思います。いろいろ情勢も変わっていくだろうし、図書館の方でざくっと決めて、目標に

した方が話を進めやすいのではないでしょうか。 

【会長】：策定方法を４つ挙げてもらっていますが、４番以外は協議会として関わらないといけなく

なります。図書館協議会としてこれくらいのスケジュール感覚でいきましょうと考えなければなら
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ない。半年で作るとなったら、図書館協議会をもっと頻繁に開かないといけません。どれくらい

の感覚でやっていくか共有していきたいのですが、いかがでしょうか。 

【委員】：図書館に、だいたいのスケジュールを考えてください、と図書館協議会の私たちが言う

のもどうなのかと思います。野洲市の図書館をどのような図書館にしていくか意見を積み上げ

ていくのが、図書館協議会の役割だと思っています。２年が長いなら１年で、１年の間に月１回

何をするとか、スケジュールもいっしょになって考えていかないと協議会の役割がなくなるかなと

思います。 

【委員】：市役所の方などのお仕事のスケジュールとか、教育委員会から発信した方がいいのは

その通りだと思います。やはり１年ではなかなか作っていけないし、最低でも２年くらいかかるの

ではないでしょうか。基本計画ですので、重みのある内容だと思います。しっかり作りこむことを

考えるとある程度の時間はかかるのではと私は思います。 

【副館長】：この辺りのスケジュールはどのようにもできると思います。早く作るのなら、スケジュー

ルを立てたら進めることはできます。ただ、野洲図書館の利用は、右肩下がり状態が続いてい

まして、なぜみなさんが図書館を使わないのか、市民の皆さんの意識が低下しているのじゃな

いかとか、かなり大きな課題を抱えている状態だと思います。計画だけが先走ってしまって、それ

だけが上滑りすると困ります。計画を作った意味もなくなってしまいます。図書館としてはじっくり

と腰を据えてすすめたいと考えます。さまざまな課題があります。貸出をどうやって増やしていく

のか、土曜日曜の午前は来るが午後は少ないという現状に対して、どうやってもう一度利用を

回復させるのかとか。図書館というものをもうちょっと市民の皆さんと考え直すという時期にき

ているのかなという危機感を持っています。さきほど申し上げたワークショップを開くとか、そうい

うことも検討しようとしているのですが、うまくいくかわからないところもあります。諸条件がわか

らないのですが、拙速に作るのではなく、じっくりと実効性のある骨の太いものを慎重に作りた

いという思いもあります。具体的なスケジュールは次の第４回の協議会でお示しできるかなと思

いますので、お時間いただくことを了承していただきたいと思います。 

【委員】：確かにみなさん本を買いませんよね。スマホで本や漫画を読みますよね。本を読むという

ことがどれだけ日常生活にあるのか。これから 20年先、ひょっとしたら図書館はなくてもいいか

もしれない、そういう時代の図書館の役割を考えないといけないとなると、大変な作業になると

思います。 

【会長】：私の意見としては 20 年先なんて考えられないから、４年、オリンピックイヤーくらい先を

考えたらよいのではないかと思います。早く作って、途中で修正かけてもいいのではないかと。

どん詰まりになってきたところで、早いところ考えて動いていかなくてはと思います。 

【委員】：私もそう思います。これを作るのが目的ではない。 

【会長】：土日に人を集めるにはどうしたらいいかも考えなくてはなりません。毎週ホールでにぎや

かなコンサートをするのもいいかもしれないけど、読書会や読み聞かせをどんどんやりましょう、

というのもいい。平和堂での出張貸出をやっているように、図書館から出て行ってやることもい

い。これからどういう方針で動いていきましょうか。効果があるかどうかわからないですが。 

【委員】：なぜ図書館に来ないのか、調査は重要だと思います。県立図書館の場合も「これからの

県立図書館のあり方」を策定する最初の１年は、調査に費やしました。その間に骨子を作りまし
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た。市町立図書館は県立図書館に何をしてほしいと思っているか等、直接利用される方でなく、

どうしたらいいか県立図書館ではわからない全県的な調査に時間をかけました。その結果ここ

だと決めました。館内でアンケートをとっても来ない方のことはわかりません。市役所が行う意

識調査など、そういったものに図書館もエントリーして、来館者からは聞き取れない意見という

のもくみ取った上でその人たちにどういうサービスをしていくのか、という順番になるかと思いま

す。 

【会長】：野洲図書館のアンケートは、駅の予約本受取ボックス にも回答用のＱＲコードを貼りま

したね。今度のアンケートには図書館に行けない人の意見も入っているかもしれないと楽しみに

しています。そういう形でもっとアンケートをとってもいいかもしれない。 

【委員】：現状と課題を把握することが大事です。どうやって読書人口を増やすか、特に子どもへ

のサービス、子どもの読書はとても大事です。将来の本を読む層を育てていくことが重要です。 

【会長】：本は読まないですという答えが一番多いかもしれません。 

【会長】：なぜ指定管理のところが貸出数のトップになっているのか、本当は図書館見学で探りた

いと思います。 

【委員】：そういう分析は必要です。 

【委員】：このことについては、貸出数の他にも指標があります。指定管理をしている図書館が、ど

れだけ図書館に投資しているのか、どのくらいの予算をかけてどれくらいの成果が出ているの

か等、インプットとアウトプットの比較をすることが大事です。野々市市の図書館統計についても、

別の項目で特異な統計もあったり、貸出冊数以外の数字がどのような数字になっているかと

いうことを確認することが必要です。たとえば武蔵野市などは多額の予算を図書館につけてい

ます。図書館にかけるお金が指定管理料として教育費に含まれるのか、市長部局に入っている

場合は、そこから出ているのか等はさまざまで、指定管理にしている図書館の場合、調べてみる

といろいろわかってくるものがあります。 

【会長】：野洲も他からもっと学んでほしいと思います。野々市市は 2017 年までは（一人当たり

の貸出冊数は）4.8冊しかないのですが、2018年から 11.3冊になりました。新しい図書館を

建てたので増えたのです。守山市もそれまでは８冊くらいだったのが、2019 年から 11 冊に増

えました。これも新しい図書館を建てたからです。それなら新しい図書館を建てたら貸出冊数が

増えるかといえば、長浜市は増えていません。長浜も増えてもおかしくないのですが。野洲の図

書館はそれなりに借りられているから何か魅力があるはずなんですよ。 

【委員】：図書館協議会委員をさせていただいて、アンケートとか評価とか考える中で基本計画

が必要なのだと浮かびあがって来たと思います。野洲図書館協議会を通じて貸出冊数をいか

に伸ばせるか、市民のみなさんにいかに来館していただいて書籍を借りることがすばらしいこと

かアピールしてきているのかを見てきました。平和堂に行ったり駅前に予約本受取ボックスを置

いたりもしています。ここまで来て、ここで基本計画をたてようとなったときに、教育委員会とか、

生涯学習課、学校教育課は必ず 1 名出席してもらうようにしてほしいと思います。そうすれば、

質問したときのその答弁が議事録に残ります。暖房が壊れていたり冷房がきかなかったり、天

井を直さなかったりする理由を聞いたら、予算が無いからと答えられると思います。じゃあなぜ

教育費に野洲市は予算を回さないのかというところを、市民の目にさらさない限り、伝わらない
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んじゃないかと思います。持続して図書館の運営をしていこうと思うと、年齢の小さい方から野

洲図書館になじんでいただいて、読書の大切さを感じてもらうというのを伝えていかないといけ

ないと思います。教育委員会が先頭に立ってしていただかない限り、子どもに伝わっていかない。

学校司書もなかなかつかないという現状を十何年放置されたままであるということを見ている

と、こちらのアクションとして、基本計画を考えるときには、どなたか行政の方に 1 人来ていただ

いて、いっしょに考えてもらうことを必須条件としてお願いします。 

中学校ではお昼休みまでは学校の図書室に鍵がかかっている状態です。いろいろな問題が

ありますので、ボランティアがいるときだけ鍵が開いています。ボランティアが帰るときまでいてよ

いか、と聞きに来る子もいます。先生方としては生徒は教室にいてくれないと困るので、鍵をしめ

てくださいと言われるのです。読書教育の一環として、読書の大切さ、図書館利用を身につけさ

せてあげることの大事さを大人が考えているのかなと思います。図書館協議会に行政の方に

参加していただいて、市民の方に野洲図書館を利用してもらえる、基本計画づくりになっていけ

ばと思います。 

【委員】：今のご意見に賛成します。野洲図書館が 20 周年を迎えて、市民の意識の低下を考え

ると、市民と図書館を盛り上げるという取り組みがあればいいのかなと思います。「みんなでつ

くろう基本計画」のような、そういったテーマでワークショップしたり、市民みんなの意識を高める

ような取り組みをやりながら、平行して計画を立てたらいいと思いました。 

【委員】：参考になるかわかりませんが、滋賀県の環境政策の基本計画をつくるときに、どういう

ふうにしたかということをお話します。滋賀県での自分の暮らしをどのようにしたいか、自分の

夢、学校や美術館いろいろなところへ行って、アトムの世界になるのか、となりのトトロの世界に

なるのか、両極端ですが夢を絵で描いてもらうというワークショップをしていたんですね。みなさ

んのお考えは並行なんです。鉄腕アトムのような便利な世界もいいし、となりのトトロのような畑

があって湖があって空気のきれいなところに住みたい、でも買い物にも行きたい、車に乗って遊

びに行く、そういった絵を描かれるわけなんですよ。基本計画というと難しいものではあるんで

すけど、その根本というのは、私はこういう図書館になったら行きたいとか、こういう本の読み方

をしたいという能動的な何かを引き出すような、夢のあるワークショップをしながら、じゃあみん

な図書館ってどういうところになったらいい？っていうようなお話を広げつつ、基本計画に織り込

みつつ、やることが楽しいようにしないと、基本計画を作るって大変なんですよね。四角四面の

世界も大事です。これがあるから予算措置ができるんです。基本計画がなければ、単年度とか

複数年のものになるんですが、しっかりとした基本計画をつくり承認されれば、将来的な土台

ができるんです。その土台を作るのがこの場だと思います。やっぱり基本計画はしっかり作って

いくというのが大事だと思います。だから多分、今ここで基本計画をどうつくりましょうというの

はここでは決まらないと思います。 

【会長】：とりあえず、図書館協議会として、基本計画をつくっていくのに参画するという方向で問

題ないですね。 

【委員】：協議会として参加することが、合意だということですね。 

【副館長】：資料⑤でお示しした、「アメリカ社会に役立つ図書館の十二か条」は竹内悊さんが

書かれた『図書館のめざすもの』という本からの抜き書きで、私たちの町の図書館はこういう
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図書館が欲しいんですというのが書いてあるものです。有名なところでは瀬戸内市で図書館を

建てたときに、「持ち寄る、見つけ、分け合う広場」というスローガンのもと、参画いただいて、図

書館の方向性を考えていました。理想としてはこういうものを目指しながら、協議会の皆さんの

協力を仰ぎながら足腰の強いものを目指していけたらと思います。 

【委員】：この十二か条は、うまく作っていますね。 

【副館長】：よろしければ本もお読みいただけたらと思います。解説もあります。この十二か条は

元々は 1995年に出されて、2014年に改訂され、その間で内容も大きく変わっています。野洲

図書館がどうしていったらよいかという参考になると思います。 

【会長】：野洲では図書館アンケートと図書館の実績評価をやっていますね。もともとは、この評価

をするときに、基本計画がなかったらどうしたらわからないですね、という話からスタートしました。

今手元にある資料を見直してみるというのが必要かもしれません。なぜ図書館に行かないかが

アンケートに書いてあるかもしれないですよね。 

【委員】：１３番目に「図書館は未来を作ります」みたいなのがあったらいいですね。いいんじゃな

いですか、この１２か条って。根本的なことでいい。考え方はここにある。 

【会長】：これを読むだけで若い人が図書館に行きたいと思うかというと、思わないでしょうね。図

書館に行ってみたいなと思われる基本計画が必要です。 

【委員】：それはそうです。根本的な考え方はここにありますよ、と。あなたが行きたい図書館はどう

いうところか、基本構想があって、手段を実行するための方法がある、という事になると思いま

す。 

【会長】：そこからはずれることは、図書館として要望されてもできないですと言える。 

【委員】：時代の転換点というか、特にアメリカの図書館というのは大きな役割がありました。お金

のないときに図書館に行って、知識を学んで社会発展につながっていくということがありました。

野洲図書館は、駅との距離とかで考えると立地条件は悪い。でも貸出冊数は頑張っている。立

地条件とか入りやすさとかが影響するのは、貸出冊数上位のところを見ているとそう思います。

時代の役割として、私たち世代の人たちはほっといても図書館に行く。そうじゃない人は何らか

のしかけやハードルを下げる設定しないと足を運んでくれない。それをどう見据えて、今後の計

画にするか、これが図書館が生まれ変われるいいきっかけに持っていってもらいたいと思いま

す。 

【会長】：そこまで図書館の計画に参画できるなんてワクワクしています。 

【委員】：野洲市は文化都市と言えると思っています。文化都市をいい形で熟成させていけるか

野洲市のポリシーがいまいち感じ切れない。図書館は頑張っているが教育委員会はどういう思

いなのか。いい野洲にしていきたいんだよね、っていうところにつながっていって。本を楽しみな

がら人生が豊かになる、そうなったら一番いい。図書館は頑張っている。それをいい形で教育委

員会、野洲市そのものと連動していく形になっていけたらいい、基本計画の中で夢を語れたら

いいと思います。 

 

（２）令和５年度利用状況、事業について 

【会長】：それでは、（２）令和５年度利用状況、事業について、説明をお願いします。 
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【館長】：資料⑦をご覧ください。毎回出している月ごとの利用状況です。11 月もまた減少してし

まっています。資料⑧は、駅の予約本受取ボックスの利用状況です。何か月か統計を出してい

るとどの時間帯の利用が多いのか等がわかってくるので、３月まで続けて分析しようと思います。

駅の予約本の取り置き期間は５日としていて、取りに来ない人も若干いますが、おおむね３日程

度で取りに来ています。 

今年度最後の講演会として、大沼芳幸さんをお迎えして、近江と紫式部について講演しても

らいます。 

【会長】：質問はありますか 

【委員】：大沼芳幸さんについて、存じていますが、「おおぬまず」というブログをやってらっしゃって、

「近江八珍」（事務局注「琵琶湖八珍」）を選定した面白い人です。 

【委員】：資料⑧の時間帯利用状況を出してくださってありがとうございます。図書館が閉館して

から６時以降の利用が 51％で一定の利用があるのはよい取組みだったと思います。 

【委員】：細かいようですが、月単位でいったら令和４年の７月と５年の７月で、５千冊違います。５

千冊減っているというのは、暑さだけが原因ではないように思います。データをとっているわけだ

から、数字に敏感というか心がけをもっていただきたい。大きな数字が変動しているのは何かあ

ると思います。何がどう違っていたのか、せっかくの数字を分析に生かしてほしいと思います。他

は変わらないのに、７月だけ、なぜなのか。もっと言えば駅の予約本受取ボックスが始まっている

ということは、その分差し控えないといけないのかもしれません。 

【委員】：暑かったら図書館に来そうなのですが。最近図書館の利用者が少ないととても思ってい

ます。席も結構空いています。 

【委員】：コロナが関係していますか？ 

【会長】：コロナが終わってからの土日の方が混んでいました。雑誌コーナーの天井（ロールスクリ

ーン）が壊れたからでしょうか。 

【副館長】：雑誌のあったコーナーの席が気に入っていて、それ以外の席はあまり使いたくない、と

いう方もいます。雑誌コーナーの天井のロールスクリーンが外れた件と、事務室のスタッフラウ

ンジの排水壊れ、２件同時に緊急修繕個所が発生して、処理するのに時間がかかってしまいま

した。業者とは２月末までに修繕してもらうよう契約しています。雑誌架が立ち入り禁止になり

雑誌が使いにくく、お叱りの声も頂戴しています。ご不便おかけしています。もう一つの漏水につ

いて、消防設備にもつながる重要な排水管だったのですが、直そうと思うと事務室のスタッフラ

ウンジの床を掘らないといけないので、別に配管を通して直すという方向で修繕します。 

来年度の話なのですが、空調設備の老朽化による設計業務をおこないまして、予算がつけ

ば来年度空調の入替工事をするということになります。大きな２台だけでなく、個別空調の更新

もしなくてはならないので、予算がつけば、おそらく秋ごろから行うことになります。ロビーの空調

の入れ替えのためには休館しないといけません。工期を調整して、なるべく図書館サービスが

滞らないようにとは思っています。ただ秋冬の工事期間中は暖房が入らないので、寒くて滞在

するような環境ではなくなると思います。工期の設定は実際は業者が決まってからですが、工事

をする場合は利用者の方にある程度ご不便をおかけすることになります。 
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（３）図書館協議会委員の提案の進捗状況について 

 

【館長】：資料⑨をご覧ください。一番上の四角は第１回、第２回に図書館協議会委員の皆様か

らご提案いただいたもの、二番目は令和４年度にいただいたもの、三番目は令和４年度にご意

見いただいて、対応が決まったものです。こういう進捗状況です。 

【会長】：何か意見はありますか。 

【委員】：令和４年度の対応済の欄にある「図書館の基本計画」というのは、今回の議題のことで

すね。策定するという方向になったということでよろしいですか？ 

【館長】：そうです。 

【会長】：「LINEでの市のお知らせに、（図書館の）新刊紹介（を載せるの）はそぐわない」そぐわ

ないというのはどういうことですか？ 

【館長】：担当課と相談したのですが、市の LINE で送っている情報とは内容の性質が違うので

難しいということです。館内でも相談しましたが、新刊の情報を、どういう分野の本をどこまで出

すか、（興味のない分野の本の情報が）大量に流れてくるのはあまり現実的ではないかもしれ

ません。 

【会長】：新刊が届いたというお知らせだけにしてはどうでしょうか。 

【館長】：新刊を毎週日曜日に出すのは決まっているので、特にお知らせするほどの情報ではあり

ません。その人に合う本を、というのも難しいかと思います。 

【会長】：確かに、自分が読みたいと思う本がお知らせで来たら怖いですよね。 

 

（４）その他 

【会長】：今日は時間があるので、議論したいことや聞きたいことがありましたらお願いします。 

【委員】：市民の参加型ワークショップ、また午後の利用が少ないという話に関して。最近の中学

生はみんな忙しいんですね。自分の趣味のビデオとかも倍速で見たりとかびっくりしてしまいま

した。自分にメリットがあることにはしっかり情報を取って、やってる子はやっています。図書館に

来てほしい子どもたちとのワークショップなどを開催したらどうでしょう。小学校でもできると思

うのですが、小学生がもっとちっちゃい子への読み聞かせをするボランティアとか。中学、高校、

大学に進学するときのＰＲにもなると思いますし、自分のためにもなると思いますし、ちっちゃい

子にも自分の歳に近い人から読み聞かせてもらういい経験になると思います。私は再就職する

際に、キャリアにあまり書くことがなく実際困ったことがありました。身近なところで興味のあると

ころに働きかけることが、武器になるというかＰＲにつながっていくと思います。二十代前後の人

たちにどうやって来てもらうか、官学連携とかもできたらよいと思います。図書館にとってもメリッ

トがある、その子にとってもメリットがある、みたいなＷＩＮＷＩＮで良いと思います。参加型ワーク

ショップもいろいろ考えていらっしゃると思いますが、いろいろな切り口でやってみたら、図書館

に来ていなかった層の声もきくことができるんじゃないかなと思います。 

【委員】：「こどもとしょかん」について。県立図書館の方が、こういうものを作られたと思うのです

が、子どもに目をつけているのが、これからの図書館にはいいと思うのですが、ここでいう「こど

も」は幼稚園なのか、高校生なのですか？ 
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【委員】：これは県立図書館だけがやる施策ではなく、県として行う事業です。高校生までがこど

もと捉えています。けれど一番重点を置かないといけないのが、就学前と小中学校。小中学校

に関しては実のあるものにしていきたい。なにより学校図書館が大事です。市町といっしょに、よ

い図書館を充実していきたいと思います。 

【委員】：資料の「コンセプト２」に学校・園・ボランティアなど、子どもの読書活動を支援する人を

支えます、とありますが、学校の司書を、というのも含まれるのですか。 

【委員】：身近な環境を整えましょうというのがコンセプト１番、そこで活躍する人を支えましょうと

いうのが２番です。学校司書は１番に含まれます。 

【委員】：いいところに目をつけられたなと私は思いました。子どもに注力するというのは、とてもよ

いと思います。子どもにはたくさん本を読んでいただきたい、いい考えだと思いました。 

【委員】：この図の中に特別支援学校がないのが残念だと思いました。 

【委員】：この図にはなくても計画の中には含めているはずです。 

【委員】：この資料はどこにあるいつの資料ですか？ 

【館長】：滋賀県のホームページで今載っているものです。この図の資料は一番簡単なものです

が、県の「子ども読書活動推進計画」の素案は、12/25 からパブリックコメントにはかる予定

です。パブリックコメントは、みなさんも意見を出せます。個人で出してもよいし、団体でだしても

よいです。特別支援学校については、重要な注目されているところですので、ここはもっとこう書

いてほしいという意見があれば、ぜひ出してください。 

 

【副館長】：滋賀県立図書館関係の記事がたくさんありました。ネット記事ならアウトラインだけ読

むこともできます。県立図書館が週休二日であることを、ネガティブにとらえて書いてありますが、

なぜそうなったのかも書いてあります。コストカットを受けても質を下げないように知恵を絞った

結果です。 

【委員】：当時週休二日になったのは、館内の職員でも相談した結果でした。休館日は増えて、

「ボリュームは小さくなる」けれど「クォリティは高めます」と職員皆で誓いました。（アルバイトの

人件費が削減されて）25 人の正規職員の司書だけになりましたが、カウンターサービスの質

は確実に上がったと自負しています。週休 2 日のうち、月曜日は職員の出勤をなしにして空に

して、電気代を節約し、火曜日は書架整理や書庫引き、市町立図書館からのリクエスト処理を

行う等の作業をしています。 

【副館長】：こちらは 100万冊の蔵書が使えなくなくという記事です。地下書庫のエレベーターの

更新工事をするため、書庫に入れなくなります。一定期間、市町から県立図書館の書庫にある

本を取り寄せすることができなくなります。１月半ばから３月までの予定です。 

【委員】：本を返すのはできるのですか？ 

【委員】：できます。書庫の元の場所に入れに行くことはできませんので、どこかにためておくこと

になると思います。 

【副館長】：その期間はよその市町が持っていたら、その図書館から借りるということになるだろう

と思います。 

その他の記事、守山の北部図書館がオープンしてテープカットされた記事があります。その下
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の記事は、大津市のあおぞら図書館、おもしろい取り組みだと思い載せました。 

二枚目、おいでやす情報局という新聞の折り込みですが、アルプラザ野洲での移動図書館の

記事です。その下の記事は、実数についてはあやしいかなと思いますが、滋賀県の学校図書館

はまだ発展途上なのかなと思えます。それから、みなさんも心配されたと思いますが、石部図書

館の廃止案が否決されたという記事です。今後の推移は見ていなくてはならないと思います。 

三枚目は読書バリアフリーについての記事、市川沙央さんが芥川賞を取られたということで、

下の編集後記といっしょに見ていただけたらと思います。 

左は佐原さんというヤングアダルト向けによい作品をたくさん書かれている方で、実は司書だっ

たということが書かれています。この佐原さんの書かれた『ブラザーズ・ブラジャー』、とても面白

い作品です。 

【委員】：うちの施設では重度障害者がいて、市川さんのこの言葉はよく言ってくれたと言っていま

す。それすら抵抗を感じる人もいるので、よく言ってくれたと、反響が大きい。取り上げてくださり

ありがとうございます。 
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令和５年度 第３回図書館協議会 次第  

 

令和 5 年（2023 年）12 月 22 日（金） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

野洲図書館 本館 

１．開 会  

    

２．議 事  

 

 （１）野洲図書館基本計画の策定方法等の検討について  

                      

（２）令和５年度利用状況、事業について 

      

（３）図書館協議会委員の提案の進捗状況について 

 

（４）その他 

 

   ＊次回の会議予定 

 

３．閉 会 

  

事前送付資料 

① （仮称）野洲図書館基本計画の策定方法等の検討にあたって 

② 図書館基本計画策定状況の調査（他市事例） 

③ 図書館基本計画の他市の事例（草津市、長浜市、豊中市、日野市） 

 

 当日配布資料 

④ （仮）野洲市図書館基本計画 策定に向けて  

⑤ アメリカ社会に役立つ図書館の十二か条 

⑥ 野洲市の各種計画の策定方法 

⑦ 野洲図書館 利用状況の推移（グラフ）  

⑧ 予約本受取ボックス 利用状況（グラフ） 

⑨ 図書館協議会委員の提案の進捗状況  

⑩ 大沼芳幸さん講演会チラシ（仮） 

⑪ 図書館関係記事  

⑫ 図書館だより 1 月号  
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                  令和 5年度第 3回野洲市図書館協議会資料 

                       資料① 

（仮称）野洲市図書館基本計画の策定方法等の検討にあたって 

 

 現在、野洲図書館は、野洲市教育大綱、野洲市教育振興基本計画に基づいて毎年作

成する「野洲図書館事業方針」（2p）により運営しています。図書館の基本計画はま

だ策定されていません。運営の基本方針のよりどころとしているのは、上記の教育委

員会の大綱、計画の他には、野洲市図書館協議会の提言です。（「くらしのなかに図

書館を -これからの野洲図書館のあり方について」平成 26年 9月）この提言のはじ

めに、「平成 14 年に開館した『野洲図書館』の 10 年間の活動を踏まえ、図書館の基

本理念やサービスを再確認する中で、図書館に求められるサービス等についてこれか

らの10年先を見据え、野洲図書館のあるべき姿を提言するものである。」とあります。

おおむね 2024年までを想定した提言です。 

野洲図書館を取り巻く状況と課題も変化してきており、令和 4年度には、野洲市図

書館協議会において図書館基本計画策定の必要性が指摘されました。これを受けて、

野洲図書館は（仮称）図書館基本計画策定に向けて、その方法やどのような内容を定

めたらよいか等を検討します。 

 まず、県内の自治体の事例や、県外の先進自治体の事例について調査を行いました。 

いくつかの例を参考として紹介します。 

 

 

 【関係法令】 

「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（抜粋） 

（平成 24年 12月 19日文部科学省告示第 1号） 

第二 公立図書館 

 一 市町村立図書館 

 １管理運営 

（一） 基本的運営方針及び事業計画 

  １市町村立図書館は、その設置の目的を踏まえ、社会の変化や地域の実情に応じ、

当該図書館の事業の実施等に関する基本的な運営の方針を策定し、公表するよ

う努めるものとする。 

  2市町村立図書館は、基本的運営方針を踏まえ、図書館サービスその他図書館の

運営に関する適切な指標を選定し、これらに係る目標を設定するとともに、事

業年度ごとに、当該事業年度の事業計画を策定し、公表するよう努めるものと

する。 
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（仮称）野洲市図書館基本計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野洲市総合計画 

野洲市教育振興基本計画 

野洲市生涯学習振興計画 

子どもの読書活動推進計画 

（仮称）野洲市図書館基本計画 

野洲市教育大綱 

野洲市子ども・子育て支援事業計画 

元気な学校づくりマスタープラン 

その他各種教育に関する計画・方針等 
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